
舞姫外伝 「道化」      

  ［テー マ］  

 ・相沢 から見た 豊太郎  

 ・本文 中の相沢 の心境  

    

  ［動機 ］  

 正直、 本文を読 んだばか りの頃は 、僕は相 沢を酷い 奴だとし か見てい なかった 。逆 に 、

豊太郎の 事をあま り非難す る気には なれなか った。だ から、本 文と逆に 、相沢の 視点 か ら

「舞姫」 を見直せ ば、より 深い読み ができる のではな いかと思 い、相沢 視点の文 章を 書 く

ことにし た。本文 をそのま ま辿って いくには 、相沢の 出てくる 場  

面が少な すぎると 感じたの で、外伝 という形 で新たに 話を作る ことにし た。  

    

  ［本文 の注意点 ～骨牌（ トランプ ）につい て～］  

 ・初め の場面で 二人がや っている のは、ポ ーカーで ある。  

 ・ポー カーのル ール上、 道化（ジ ョーカー ）は好き な数、マ ークとし て扱うこ とが で き

る。  

 ・「二 ・二の組 」は２ペ ア、「二 ・三の組 」はフル ハウスと いう役で 、フルハ ウス の 方

が強い。  

    

   

［本文］  

   「今 の世はこ の骨牌に 似ている ……そう は思わな いか、豊 太郎」  

 豊太郎 と私が共 に大学に 通いし時 、私は彼 にこのよ うに言っ たことが あった。  

 「それ はどうい う意味だ 、相沢」  

彼は山か ら札を取 りながら 、私にそ う問うた 。  

 「人の 扱いは、 この遊戯 における 札の扱い と同じだ というこ とだ。札 の価値が それ の 持

つ数で決 められる ように、 人の価値 も、その 者が持つ 力で決め られる。 そして、 札を 持 つ

者が、そ の札の力 を評価し 、必要で あると判 断すれば 、その者 を手札に 残す。だ が、 も し

力が無い と……要 らないと 判断され れば、そ の時は― ―」  

札を見定 めながら そう言う と、私は 手中の札 から要ら ぬ数枚を 取り、ゆ っくりと 山の 横 へ

捨てた。 そして、 有益な札 が出るこ とを願い つつ、捨 て札と同 数の札を 取り、手 中の 札 の

中に加え た。  

 「そし て、後ろ には多く の代わり が控えて いる。だ からこそ 、容易に 捨てられ 得る と い

う訳か… …なるほ どな」  

私の動作 を見て彼 は言った 。私が頷 いてみせ ると、彼 も同じよ うに、要 らぬ札と 山札 を 交



換した。 そして、 自分の札 をしばし 眺め、ふ いに口を 開く。  

 「だが 、全く同 じという 訳ではあ るまい。 骨牌とは 違い、我 々に刻ま れた数は 不変 の も

のではな い。経験 を積み、 功績を立 てれば、 我々は札 主の信頼 を得て、 己の数を 上げ て ゆ

ける。今 、我々が どれほど の数を持 つのかは 知らぬが ……今は 学生の一 人でしか ない 我 々

とて、騎 士にも王 にもなる ことがで きよう」  

淡々とそ う言う彼 からは、 微塵の迷 いも感じ られなか った。功 名心と自 信に満ち たそ の 言

葉。全く もって彼 らしいと 、その時 の私は思 った。  

 「言う ではない か。すで にこの大 学の名誉 ある騎士 となりつ つある君 が」  

私が少し 皮肉を言 ってやる と、彼も 「よせ」 といって 笑ってみ せた。主 席を取り 続け て き

た彼は、 十九にし て学士の 称を受け るらしか った。そ れが真で あれば、 この大学 始ま っ て

以来の名 誉となる ことは間 違いなか ったのだ 。  

 「さて 、それで はお互い 札を明か そうか」  

そう言っ て、私は 手札を晒 した。騎 士が二人 に王が二 人の計二 組。決し て強き役 では 無 い

が、先ほ どの彼の 言葉もあ った故に 、顔には 僅かに笑 みが浮ぶ 。  

 だが、 その笑み は一瞬に して消え 失せるこ ととなっ た。その 所以は彼 の晒した 手札 に あ

る。我の と同じく 、そこに は騎士と 王が二人 ずつ並ぶ 。しかし 、その間 には卑し く笑 う 陰

が一つ… …それは ――  

 「“道 化”を混 ぜた二・ 三の組か ……」  

 「君は 二・二の 組……我 の勝ちだ な」  

 「どう やらそう らしい。 道化に救 われたな 」  

 「気に くわんか 」  

 「あぁ 、気にく わん。他 の札にな りすまし ているに 過ぎぬ道 化役者な ど……」  

 「そう 言うな。 これもこ の遊戯の 規則の一 つだ。そ れに―― 」  

そう言っ て、彼は 手札を下 に置いた 。その手 に道化だ けを残し て。そし て、道化 の笑 み を

写す面を こちらへ 向けなが ら、彼は 言葉を繋 いだ。  

 「我は 、これほ ど力があ り、人に 求められ る札など ないと思 うがね」  

その言葉 に、私は 少なから ず違和感 を覚えた 。私にと って、彼 は品行方 正な人間 。自 分 自

身の数を 持たず、常に自分 を偽り続 ける道化 とは、似 ても似つ かぬ人間 であるは ずだった 。

だからこ そ、彼が 道化を求 めること が不思議 でならな かったの だ。  

    

   そし て、十年 近くが経 った今、 私たちは セイゴン の港を訪 れていた 。だが、 あの 時 と

は違い、 彼は私の 近くには 居ない。 私は皆と 共にホテ ルに泊ま っている が、彼は 一人 船 に

残ってい る。  

 あれか ら私は努 力を重ね た。経験 を積み、 功績を立 て、他の 信頼を得 て、遂に 大臣 の 秘

書官とな った。順 風満帆と まではい かずとも 、私が歩 む道はお おむね順 調であっ た。  



 しかし 、彼は変 わってし まった。 いや、本 性が露わ になった 、と言う べきであ るの か も

しれない 。  

    

   数年 前、彼は 務めてい た省の官 長の命を 受け伯林 へと渡っ た。そし て、そこ で一 人 の

貧しき踊 り子と恋 に落ちた 。しかし 、その関 係を報告 され、彼 はその築 き上げた 地位 を 失

った。私 は彼を救 ったが、 彼は、失 った地位 と踊り子 の愛に惑 わされ続 けた。  

 その後 、私は大 臣と共に 伯林を訪 れた際に 彼に会っ た。その 時の彼は 迷いに満 ちており 、

とても以 前の彼だ とは思え なかった 。しかし 、私はそ の時気づ いたのだ 。その弱 き姿 こ そ

が、彼の 本性であ るという ことに。 そして、 おそらく 彼も、そ の事に気 づきだし てい た の

だろう。  

   

 彼の本 性を知り はしたが 、私は、彼 がそのよ うな弱き 心からは 早く脱す ることを 願った 。

彼には学 識も才能 もある。 それを生 かしさえ すれば、 彼は再び 地位を取 り戻すこ とが で き

るはずな のだ。  

 私は彼 を救うべ く動いた 。出世の 妨げとな るあの踊 り子との 縁を切る よう彼に 忠告 し 、

自ら大臣 に進言し 、彼の力 を示す機 会を作り 、信用さ せた。し かし、そ の度に起 こす 彼 の

言動は、 踊り子の 時と同じ く、その 場に合わ せて受動 的に動い ているに 過ぎなか った 。 結

果、私の 行動は、 彼の心を さらに惑 わすこと となって しまった 。  

 もう、 彼に何を 言っても 仕方がな い。彼が 熱で倒れ たあの日 、そう考 えた私は 、彼 を 看

病してい たあの踊 り子に、 彼の言動 の全てを 話した。 卑怯な手 あったか もしれな いが 、 そ

れでも、 彼が出世 し、真の 幸福を得 るにはに はこうす るしかな かったの だ。  

 結果と して、私 の目論見 は成功し た。踊り 子の正気 と、彼の 心を犠牲 にして… …。  

    

   彼の 心が癒え る様子は なく、今 も彼は船 室にこも り、出て こようと しない。 おそ ら く

自分を、 そして私 を責めて いるのだ ろう。  

 だが、 私のした 行為は、 必ず彼を 幸福へと 導くはず なのだ。 彼がそれ に気づき 、再 び か

つてのよ うな彼に 戻ってく れる事を 、私は願 っている 。  

    

   部屋 の窓から 港の方を 見ると、 彼の残る 船が見え た。その 船を、否 、そこに こも る 彼

を見据え ながら、 私は口を 開いた。  

    

  

  「我が 友、豊太 郎よ。私 はあの時 、何故君 が道化を あれほど 評価した のか分か らなか っ

た……。 だが、今 なら分か る気がす る。それ は、君自 身の本性 が道化で あるから だ。 誰 の

手中にあ ろうとも 、どのよ うな札に 混ざろう とも、決 して捨て られぬよ う振る舞 った 。 君



は、私の 友であろ うとする のと同時 に、あの 踊り子の 夫であろ  

うと、そ して大臣 が信頼を 置く人物 であろう とした。 まさしく 、君は全 ての札で あろ う と

したのだ 。  

  君は 言ったな 、これほ ど力があ り、人に 望まれる 札は無い 、と。だ が、自分 がそ れ で

あると気 づいた時 、君はど う感じた 。求めて いた力は あったか 。万人に 望まれる 存在 で あ

ったか。  

  君の 求めた道 化の札は 、君の真 の姿、君 自身の弱 さの映し 身でしか ないのだ 。君 は 何

も欲して はいない 。君は全 てを恐れ たのだ。 私との縁 、大臣の 信頼、踊 り子の愛 …… 。 手

に入れた 外物との 繋がりが 絶たれる のを。繋 がりが絶 たれ、自 分が捨て 札の山に 埋も れ る

ことを… …」  

    

   「君 は……弱 き道化で しかなか ったのだ 」   

    

   

［本文で 注目した した部分 とそこか ら読み取 ったこと 」  

  

 ・ P279  L7「余 が 免官の～ 通信員と なし」  

 ・ P283  L7「汝 が 名誉を～ あるべき ぞ」  

 ・ P285  L1「彼 が 生路はお ほむね平 準なり」  

  ・ P285  L3「同 じ 大学に～ 激賞した る」  

 ・ P286  L5 -14「 彼 は色を～ 決して断 て」  

 ・ P294  L16 -P295  L1「さ ま ざまの～ とのたま ふ」  

 ・ P297  L7「大 臣 には病～ 繕ひおき しなり」  

 ・ P297  L13 -P298  L1「彼 は 相沢に～ 一諾を知 り」  

   

→相沢は 昔、豊太 郎と同じ 大学に通 っていて 、その頃 はまだ彼 の行いを 誉めてい た。 し か

し、伯林 で豊太郎 と会った ときには 、「弱き 心」や「 目的なき 生活」、 「人材を 知り て の

恋にあら ず」と、 彼の言動 を非難し ている。 さらに、 その直前 、詳しい 話を聞く 前に は 、

なかなか 豊太郎を 責めなか った。つ まり、相 沢の豊太 郎に対す る  

見方が変 わったの は、豊太 郎から詳 しい話を 聞かされ たときで あるとい うことが 分かる。  

 また、 見方が変 わっても 、豊太郎 の実力は 認めてい る事から 、身分も 教養も低 いエ リ ス

との恋は 特に許せ ていない ようであ る。  

 そして 、相沢は ひたすら 、大臣に アピール したり、 エリスと 別れさせ ようとし たり と 、

豊太郎の 地位を取 り戻させ ようと行 動してい る。エリ スとの生 活を「目 的なき生 活」 と 表

現してい る事から も、豊太 郎が今の 生活から 抜け出し 、再び功 名心を持 った生活 を送 る こ



とを望ん でいるよ うに思え た。  

  

    

  ［感想 ／反省点 ］  

 読み取 った相沢 の性格を なんとか 表すこと ができた と思う。 オリジナ ルの部分 も、 本 文

の表現を 元にしな がら場面 を設定す ることが できた。 しかし、 本文に相 沢につい ての 表 現

が少なく 、推測で 書いた部 分が多く なってし まったの も事実で あり、そ れがとて も残念だ 。

もっと教 科書以外 からも資 料を探し てくるべ きだった と思う。  

   


